
会議概要書 

会議の名称 第１回 校名等検討委員会 

日 時 令和３年１０月２６日（火）午後６時～７時２０分 

会 場 市役所 東大会議室 

出 席 者 市教委：荒井教育長、三原課長、一本木課長補佐（中山職務代理者、

仲原教育委員、下川教育委員）６名 

委 員：９名 

次 第 １ 開  会 

２ 教育長あいさつ 

３ 校名等検討委員会の所掌事務について 

４ 座長の選出について 

座 長 大久保 数馬  

５ 会議事項 

（１）新中学校の校名募集状況について 

（２）校章・校歌の制定について 

６ そ の 他 

７ 閉  会 

主な意見等 【校名募集状況に関すること】 

・応募スケジュールは 12 月までか ⇒ 締め切りは 11 月 19 日。年内

を目安に候補選定する。 

・現行校名が応募されているが ⇒ 応募条件で示しているが、応募が

あったので、現時点の資料としてお示しした。 

・選考にあたっては、理由なども示されるのか ⇒ はい 

・小学生用の資料はないか ⇒ 検討したい 

【校章制定に関すること】 

・校章だけでなく、校歌、制服等が必要

か。無くてもよいのではないか。ある

理由は。 

・校章という堅苦しいものではなく、会

社のロゴデザイン、「現物」をイラスト

化したものはだめか。 

・「校章」にこだわらないが、学校のシン

ボルはあった方がよい。一中で 60周年

のロゴをデザインしたことがある。 

・一中・仁中の生徒が一緒になって考え

るのはどうか。オンラインなどを利用

して。 

・一般の方も含め、広く公募した方がよ

いのではないか。 

・新校のコンセプトを示した方がよい。 

（親しみやすい）学

校のシンボルとして

校章を募集する。 

学校での取組みと併

せて一般募集も行

う。次回、方向性・ス

ケジュール等を提案

したい。 



【校歌制定に関すること】 

・校歌が必要か。どんな時に歌うのか。 

・学校行事の中で歌うことがあり、無く

なるのはさみしい部分があると思う。 

・小～高校まで校歌を覚えているかと思

う。 

・最近はアーティストなど作詞・作曲も

あるようで、柔軟に考え、子どもに寄

り添う歌が良い。 

・みんなで歌えるもの。合唱をイメージ

したものも考えられる。 

・子どもたちにとって、歌って喜びあえ

るものがあればと思う。 

・入学・卒業式に一緒に歌えるものがあ

ると良い。 

・校歌は、教育目標や沿革、地域性など

が入っていることが多いので、両校の

生徒にそれらを調べてもらい、歌詞を

考えてもらうのはどうか。 

・生徒たちには、フレーズやニュアンス

を考えてもらうのはどうか。 

・学校は地域の方の参画があるので、そ

ういった部分も考慮したほうがよい。 

・言葉等を考えていただくが、すべてが

使える訳ではないので、専門家の意見

を聞いてまとめるのはどうか。 

・作詞家と作曲家がコンビになっている

ことが多い。 

 
 

子どもたちが一緒に

歌える校歌はあった

方がよい。 

開校時までに校歌が

あった方がよい。 

フレーズ等を生徒や

一般で募集し、作詞・

作曲家の方へ依頼す

る。 

作詞・作曲の依頼は、

学校の音楽の先生な

ど専門の方で候補を

挙げてもらう。 


